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終わりよければ 有終の美を パート２ 
 

〇児童に渡す前日までに、必ず担任の先生が完成した通知表を最後に読む機会を

とってください。一人一人の 3か月半を想起して、終業日に渡すとき、どのよ

うな声かけをするか、３学期へ向けてどのような指導、支援をするか改めて先

生方ご自身の「メタ認知」を膨らませてください。特に、評定についての確認

は「必須」です。以下の事案は、校務支援システムになってから毎年のように

全ての学校で発生していますので。 

 

事例１：番号を 1列間違えて 評定入力してしまった。 

事例２：紙の記録を誤入力してしまった。 

 

上記のケースは、読み合わせでは発見できません。そもそも評定は自動的

に反映されるので、読み合わせる意味がありません。 

 

いずれの場合も、受け取った児童から「先生、テストが満点なのにＣになっ

ていますが」保護者から、当日もしくは後日「評定が間違えているのではない

か」「評定に納得がいかない」などの連絡があってから判明するケースがほとん

どです。 

 方法１：紙ベースの記録と照らして確認する。 

 方法２：実際に正本を印刷して読んで確認する。 

 

適正な表簿になっているかどうかを確認する「最後の砦」としても念には念

を入れてご確認お願いいたします。 

３０分程度で終わるようです。（わたくしは１５分くらいでした） 

 

あわせて、「世界に一つの」自分の作品である「所見」との別れを、惜

しむように読み、「愛し子」の成長を、記憶に焼き付け、ご自身の表現力

の高まりを認知する何よりの機会ともしてください。 


